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UHFシンセサイザー
チューナーユニット

取扱説明書

WRR-855S

お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の
取り扱いかたを示してあります。この取扱説明書をよくお読みの
うえ、製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、
いつでも見られるところに必ず保管してください。
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安全のために
ソニー製品は安全に十分に配慮して設計されています。
しかし、電気製品はまちがった使いかたをすると、火災
や感電などにより死亡や大けがなど人身事故につながる
ことがあり、危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
4、5 ページの注意事項をよくお読みください。

定期点検を実施する
5 年に 1 度くらいは内部の点検について、お買い上げ店
またはソニーの業務用商品相談窓口にご相談ください。

故障したら使用を中止する
お買い上げ店またはソニーの業務用商品相談窓口にご連絡く
ださい。

万一、異常が起きたら

m

a電源を切る。
b DC 電源ケーブル、およびすべての接続ケーブルを抜
く。

cお買い上げ店またはソニーの業務用商品相談窓口に修
理を依頼する。

m

DC電源ケーブルを抜き、消火する。

• 異常な音、におい、煙が出たら
• 落としたら

炎が出たら
警告表示の意味
取扱説明書および製品で
は、次のような表示をし
ています。表示の内容を
よく理解してから本文を
お読みください。

この表示の注意事項を守
らないと、火災や感電な
どにより死亡や大けがな
ど人身事故につながるこ
とがあります。

この表示の注意事項を守
らないと、感電やその他
の事故によりけがをした
り周辺の物品に損害を与
えたりすることがありま
す。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を禁止する記号
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ボタン操作時にアンテ
ナに目を近づけない
本機上面のボタンを操作す
るときに目を近づけすぎる
と、アンテナで目を突き、
けがにつながることがあり
ます。

指定の電圧および極性
で使用する
規定外の電圧および極性で
使用すると、火災の原因と
なることがあります。
この取扱説明書に記されて
いる電圧および極性で使用
してください（9ページ参
照）。

油煙、湯気、湿気、ほ
こりの多い場所では設
置・使用しない
上記のような場所およびパ
ワーアンプなど発熱体の近
くで設置・使用すると、火
災や感電の原因となること
があります。

DC電源ケーブル
（ポータブルチュー
ナーマウントアダプ
ターBTA-801に付
属）を傷つけない
DC電源ケーブルを傷つける
と、火災や感電の原因とな
ります。
• DC電源ケーブルを加工し
たり、傷つけたりしない。

• 重いものをのせたり、
引っ張ったりしない。

• 熱器具に近づけたり、加
熱したりしない。

• DC電源ケーブルを抜くと
きは、必ずコネクターを
持って抜く。

万一、DC電源ケーブルが傷
んだら、ソニーの業務用商品
相談窓口に交換をご依頼くだ
さい。
警告 / 注意



受信待機時や電源の
ON/OFF 時には、接続
した機器の入力を絞る
受信待機時や RF（高周波）
入力レベルが小さくなった
とき、また電源の ON/OFF
時には大きな雑音が発生し、
接続した機器あるいはス
ピーカーなどに損害を与え
ることがあります。

外装を外さない、改造
しない
外装を外したり、改造した
りすると、感電やけがの原
因となることがあります。
内部の点検や修理は、お買
い上げ店またはソニーの業
務用商品相談窓口にご依頼く
ださい。
5注意
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概要

WRR-855S は、別売りのポータブチュー
ナーマウントアダプター BTA-801 など
と組み合わせることで、A型 /B 型を受
信帯域とした放送番組制作用UHFシン
セサイザーダイバーシティチューナーを
構成できます。
多チャンネル同時運用の設定を容易にす
るため、PLL シンセサイザー技術を駆使
し、液晶ディスプレイを搭載、ソニー
チャンネルプランを採用しました。

A型　 特定ラジオマイクの陸上移動（FPU-4CH
帯 : 797 ～ 806 MHz）

B型　 特定小電力無線局 （806 ～ 810 MHz）

PLL シンセサイザー方式
簡単なボタン操作で、A型 71 チャンネ
ルと B型 30 チャンネルの合計 101 チャ
ンネルの切り換えが可能です。

多チャンネル同時運用チャンネルプラ
ンを内蔵
ソニー独自のA型帯域での 10 波同時運
用チャンネルプラン、およびA型・B型
全帯域を利用した 12 波同時運用チャン
ネルプランなど、豊富なチャンネルプラ
ンがプログラムされており、多チャンネ
ル同時運用でも混信が無く安定した受信
が可能なチャンネル設定が容易に行なえ
ます。

多彩な情報表示
受信チャンネルを表示する液晶ディスプ
レイ、RF（高周波）入力レベル（緑・
赤の 2色表示）、オーディオレベル、送
信機のバッテリー残量を表示する LED

など、各種の情報を上面パネルで集中表
示します。

スペースダイバーシティ方式
ドロップアウトの極めて少ない安定した
受信が可能です。

小型・軽量
高密度実装技術により、小型・軽量化を
実現。別売りのポータブルチューナーマ
ウントアダプター BTA-801 と組み合わ
せることによって、ソニー製カムコー
ダーへの取り付けも容易です。

防滴構造
本機を別売りのポータブルチューナーマ
ウントアダプター BTA-801 に完全に装
着し、アンテナ 2本を取り付けることに
より、防滴構造（JIS 防滴 II 型）1) にな
ります。

1) JIS 防滴 II 型： 鉛直方向から 15 度の範囲で落ちてくる水

滴によって有害な影響のないもの。

スケルチ切り換え機能
パネル上のスイッチ操作で容易にスケル
チの ON/OFF 切り換えが行えます。

トーンスケルチ回路
受信待機時に不要信号やノイズの出力を
防ぐトーンスケルチ回路が内蔵されてい
ます。

コンパンダー伝送方式
無線伝送系の外来雑音に強く、広域エリ
アでの運用が可能です。
概要



　

各部の名称と働き WRR-855S

a POWER （電源）スイッチ
本機の電源をON/OFF します。

b CH（チャンネル設定）ボタン
3 秒以上押すとチャンネル設定モードに
なり、チャンネル名が液晶ディスプレイ
に点滅表示されます。

◆ 詳しくは、「設定」 （12 ページ）をご覧くださ
い。

c GP（グループ設定）ボタン
3 秒以上押すとグループ設定モードにな
り、グループ名が液晶ディスプレイに点
滅表示されます。

◆ 詳しくは、「設定」 （12 ページ）をご覧くださ
い。

d 液晶ディスプレイ
電源を ONにすると「HELLO」と表示
された後、通常の表示モードに入りま
す。

A RF（高周波入力）表示
高周波入力レベルを表示します。入力レ
ベルにより点灯するドット（・）の数
が変わります。
4ドットが点灯：入力レベルは 30 dBμ
以上
3ドットが点灯：入力レベルは 25 dBμ
～ 30dBμ

1

6

2

3

4

5

7

8

9

0

qa

qs

qd

qf

qg

WRR-855S

BTA-801（別売り）
各部の名称と働き 7
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2ドットが点灯：入力レベルは 20 dBμ
～ 25 dBμ
1ドットが点灯：入力レベルは 10dBμ
～ 20 dBμ
点灯なし： 入力レベルは 10 dBμ 以下

B AF（音声出力）表示
基準レベル以上の音声信号が出力される
と表示されます。

C GP（グループ）/CH（チャンネ
ル）表示

受信チャンネルのグループとチャンネル
を表示します。

◆ 詳しくは、「設定」 （12 ページ）をご覧くださ
い。

e ＋ ( ＋選択）/－ ( －選択 )ボタン
グループおよび受信チャンネルを選択し
ます。

◆ 詳しくは、「設定」 （12 ページ）をご覧くださ
い。

f アンテナ a/b 端子
付属の（短い）ヘリカルアンテナ 2本、
または（長い）ホイップアンテナ 2本を
接続します。

g SQUELCH（スケルチ）スイッチ
ONに設定すると、受信待機時の不要信
号やノイズを除去することができます。
通常はONに設定しておきます。妨害電
波や外来雑音を探す場合などに、OFF
にします。

• 本機が受信待機中あるいは RF入力レ
ベルが低い状態で受信中に SQUELCH

スイッチをOFFにすると、ノイズに
よって接続機器やスピーカーを破損す
ることがあります。このスイッチを操
作する場合は、必ず接続機器の音量を
絞ってから行ってください。

• 本機を 0℃以下の環境で使用すると、
受信信号に途切れが生じることがあり
ます。その場合は SQUELCH スイッチ
をOFF にしてください。

h 取り付けねじ（4か所）
BTA-801 に取り付けるとき使用します。

◆ 詳しくは、「ポータブルチューナーマウントア
ダプターを使う」 （10 ページ）をご覧くださ
い。

i TX BATT（送信機の電池）インジ
ケーター

送信機（ソニーのWRTシリーズなど
バッテリーアラーム機能付きの送信機や
ワイヤレスマイクロホン）の電池の残量
を表示します。送信機の電池がなくなる
約 1時間前に点滅を始めます。

j AF（オーディオ）インジケーター
基準レベル以上のオーディオ信号が出力
されると点灯します。

k RF（高周波 入力レベル）インジ
ケーター

高周波信号の入力レベルを表示します。
緑色で点灯：入力レベルは 25 dBμ以上
赤色で点灯：入力レベルは 10 dBμ ～ 25 
dBμ
消灯： 入力レベルは 10 dBμ 以下

l アクセサリー端子ご注意
各部の名称と働き



　

ポータブルチューナーマウントアダプ
ター BTA-801 との信号と電源の接続に
使用します。

ポータブルチューナーマ
ウントアダプターBTA-
801（別売り） 

m DC 12V IN （電源入力）端子
カムコーダーなどの外部電源（DC 10 ～
17 V）を接続します。

電源電圧と極性には充分ご注意くださ
い。

n カムコーダー取り付けつまみ
カムコーダーに装着するとき使用しま
す。

◆ 詳しくは、「ソニー製カムコーダーに取り付け
る」 （10 ページ） ご覧ください。

o OUTPUT（出力）端子（XLR 3ピ
ン（凸）） 

オーディオ信号を出力します。カムコー
ダーやミキサー、テープレコーダーなど
のマイクロホン入力端子に接続します。

マイクロホン用ファントム電源の供給機
能を持ったミキサーへ接続する場合、な
るべくファントム電源はOFFにして使
用してください。

ピン配列

ピン配列

ご注意

ピン配列
各部の名称と働き 9
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準備 

アンテナを取り付ける
アンテナ a/b 端子に付属のアンテナを取
り付けます。より高い機動性を要する用
途には、（短い）ヘリカルアンテナが有
効です。

（短い）ヘリカルアンテナは、（長い）ホ
イップアンテナに比べて受信効率が若干
低下します。

ここではホイップアンテナのイラストを
使って説明していますが、ヘリカルアン
テナも同様の方法で取り付けられます。

1 アンテナの溝とアンテナ端子の突起
を合わせて差し込む。

2 アンテナを回してロックする。

ソニー製カムコーダーに
取り付ける
HDWシリーズ、DVWシリーズ、MSW
シリーズ、PDWシリーズのカムコー
ダーには、ワイヤレスチューナーユニッ
トを装着するためのスロットが装備され
ています。このスロットにWRR-855S を
取り付けて使用できます。

◆ 取り付けかたについて詳しくは、ソニー製カ
ムコーダーに付属のオペレーションマニュア
ルをご覧ください。

ポータブルチューナーマ
ウントアダプターを使う
ここでは別売りのポータブルチューナー
マウントアダプター BTA-801 を例に説
明します。
WRR-855S を BTA-801 に完全に装着し
てアンテナ 2 本を取り付けると、防滴構
造になります。

ご注意
準備



　

取り付けかた

装着の前に、WRR-855S と BTA-801 と
の接合面にごみや異物がないことを確認
してください。

1 WRR-855S の向きを確認して BTA-
801 に挿入する。

2 アクセサリー端子が完全に接合し、
カチッと音がするまで差し込む。

3 対角の取り付けねじ （4 か所） を交
互に少しずつ締めて仮止めし、最後
にそれぞれを固く締める。

電源ケーブルの接続
BTA-801 に付属の DC電源ケーブルを
使って、BTA-801 の DC 12 V IN 端子と
カムコーダーのDC OUT 端子を接続し
ます。

電源ケーブルを外すには
コネクターの金属部分を下図の矢印方向
に引き、そのまま引き抜きます。

ご注意

WRR-855S

BTA-801

BTA-801 底面

コネクター内側の
ガイドに合わせて
差し込む。

DC電源ケーブル
（BTA-801に付属）
準備 11
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設定

受信チャンネルを選択す
る

混信や雑音を防ぐため、次の点にご注意
ください。
• 同じチャンネルに設定したマイクロホ
ンやトランスミッターを同時に 2本
（台）以上使用しないでください。

• 本機を同時に2台以上使用する場合は、
必ず同一グループの互いに異なるチャ
ンネルに設定してください。

• 送信機と受信アンテナは互いに 3 m 以
上離して使うことをお勧めします。

1  POWER スイッチをONにする。

ディスプレイに「HELLO」と表示
された後、前回電源を OFFにした
ときの状態が表示されます。

電源を ON/OFF するとノイズが発
生しますので、接続した機器の入力

を絞ってから POWERスイッチを操
作してください。

2 GPボタンを3秒以上押したままにす
る。

グループ選択モードになり、グルー
プ名表示が点滅します。

3 ＋または－ボタンを押してグループ
を選択する。

＋ボタンを押すと、「チャンネルプ
ラン設定時のご注意」 （14 ページ）
の表の順方向にグループが切り換わ
り 、－ボタンを押すと逆方向に切り
換わります。（AB9 グループで＋ボ
タンを押すとALL に戻り、ALL で
－ボタンを押すとAB9 グループに
切り換わります。）

5秒間どのボタンも押さないと、自
動的にグループ選択モードが解除さ
れ、表示されているグループ内で周
波数の 1 番低いチャンネルが設定さ
れます。ただし、ALL を選択したと
きは、前にALL で設定したチャン
ネルが表示されます。

4 希望のグループが表示されたら、 CH
ボタンを押す。

ご注意

ご注意

＋ボタン

－ボタン
設定



　

チャンネル選択モードになり、チャ
ンネル表示が点滅します。

 

5 ＋または－ボタンを押してチャンネ
ルを選択する。

＋ボタンを押すと、「グループ名と
チャンネル名」 （17 ページ）の表の
順方向にチャンネルが切り換わり、
－ボタンを押すと逆方向に切り換わ
ります。

グループ内の最後のチャンネルで＋
ボタンを押すと最初のチャンネルに
戻り、最初のチャンネルで－ボタン
を押すと最後のチャンネルに切り換
わります。

6 希望のチャンネルが表示されたら、
5秒間どのボタンも押さずに放置す
る。

チャンネル表示の点滅が止まると、
選択したグループとチャンネルが記
憶されます。

妨害波チェック機能について
ワイヤレスマイクロホンを使用する前
に、妨害波チェック機能を用いて妨害電
波などの確認をすることができます。
妨害電波をチェックするには、チャンネ
ル選択モード（チャンネル表示が点滅）

時に、＋ボタンと－ボタンを同時に押し
てください。設定されているグループ内
の受信チャンネルが自動的に順次切り換
わります。（この状態をスキャンと呼び
ます。）

• 本機の SQUELCHスイッチがONの状
態で T OFF モード（14 ページ参照）
に設定されていない場合には、スキャ
ン中に受信した電波にトーン信号
（32.768 kHz）が確認されると、スキャ
ンは停止しその時点のチャンネルに設
定されます。それに対し、トーン信号
を含まない妨害波を受信した場合、ス
キャンは停止しません。（AB7 ～ 9 グ
ループのA型チャンネルはトーンスケ
ルチが機能していません。トーン信号
の有無にかかわらず、妨害電波を受信
するとスキャンは停止します。）その
場合は、RFインジケーターまたは液
晶ディスプレイの RF 表示で妨害波を
確認してください。

• スキャンはグループ内のチャンネルを
2 巡すると自動的に解除されます。ス
キャン中にスキャンを解除するには、
任意の操作ボタンを押してください。

• 非常に強い電波がある場合、実際の周
波数と異なるところでスキャンが停止
することがあります。

T OFF（トーンスケルチ
機能解除）モードを選択 /
解除する
WRR-855S には、次のようなスケルチ機
能があります。

＋ボタン

－ボタン

ご注意
設定 13
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（1)RF（高周波）スケルチ
RF（高周波）入力レベルが設定した RF
スケルチレベル以下になると、オーディ
オ出力がミューティングされます。

（2）トーンスケルチ
規定のトーン信号が含まれている電波を
受信しない限り、オーディオ出力が
ミューティングされます。

（3）ノイズスケルチ
ノイズが一定レベル以上になると、オー
ディオ出力がミューティングされます。

（2）のトーンスケルチは、T OFF モー
ドを選択することによって必要に応じて
OFFにすることができます。T OFF
モードは、トーン信号のない送信機を使
用する場合などに使います。

T OFF モードを選択するには
GP ボタンと－ボタンを押しながら電源
をONにし、「HELLO」と表示されたら
ボタンを離します。T OFF モードにな
り、「T OFF」と表示されてから通常の
表示に切り換わります。
T OFF モードは電源を切っても保持さ
れます。

T OFF モードを解除するには
T OFF モードを解除して通常の状態に
復帰させるときは、GPボタンと＋ボタ
ンを押しながら電源を入れ、「HELLO」
と表示されたらボタンを離します。「T 
ON」と表示され、通常の状態に復帰し
ます。

チャンネルプラン

WRR-855S は、A型帯域 71 チャンネル、
B型帯域 30 チャンネルの合計 101 チャ
ンネル （「チャンネルプラン設定時のご
注意」参照）のうち、任意に選択した 1
チャンネルを受信します。
ワイヤレスマイクロホンやトランスミッ
ターを同時に複数使用する場合、混信を
起こさないチャンネルの組み合わせが豊
富に用意されています。はじめにグルー
プを指定し、プログラムされているチャ
ンネルを設定することにより、多チャン
ネル同時運用が容易
に行えます。ワイヤレスマイクロホンま
たはトランスミッターの送信チャンネル
を、本機の受信チャンネルと同じチャン
ネルに設定してご使用ください。

チャンネルプラン設定時
のご注意
• グループALL は、全チャンネルを連続
して切り換えて受信チャンネルを設定
するときに使用します。多チャンネル
使用の場合、相互混信によるノイズが
発生する場合があるためALL 以外で
のグループ設定をお勧めします。

• 同系統のグループ （例 : A01 ～ A04）の
組み合わせに限り、複数のグループを
近接して使用することができます。こ
の場合、グループ間の距離を 30 m1) 以
上離してください。

• 2 つ以上のシステムで同一グループを
使用する場合は、仕切りや障害物がな
く見通せる広い空間では、システム間
の距離を 100 m1) 以上離してください。
チャンネルプラン



　

1) グループ間あるいはシステム間の距離は、使用環境・条件

によって異なります。

• 本機は、コンパンダーシステム専用の
受信機です。リニア方式のみの送信機
（WRT-67M など）と組み合わせて使
用することはできません。

AB7、AB8、AB9 グループのA型チャ
ンネルはトーンスケルチ機能に対応して
いません。トーンスケルチに対応したワ
イヤレスマイクロホンやトランスミッ
ターを使用する場合でも、電源ON/
OFF 時や受信待機時には本機のオー
ディオ出力に雑音が発生し、接続した機
器あるいはスピーカーなどに損害を与え
ることがあります。本機に接続した機器
の入力を絞っておいてください。
チャンネルプラン 15
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グループ名とチャンネル数

◆ それぞれのグループの受信チャンネル名については、「グループ名とチャンネル名」をご覧ください。

グループ名 A型チャンネル数  B型チャンネル数  合計チャンネル数 グループ概要  

ALL    71 30 101  A 型、B型帯の全
チャンネル 

A01 
A02 
A03 
A04

10 
10 
10 
10 

0
0
0
0

10 
10 
10 
10 

A 型チャンネルの同
時運用グループ 

AB1 
AB2 
AB3 
AB4 

9 
9 
9 
9

2 
2 
2 
2 

11 
11 
11 
11

A 型チャンネル優先
の同時運用グループ
（最大 12 チャンネ
ル） 

AB5 
AB6

7 
7 

5 
5

12 
12  

B-1 
B-2 
B-3 
B-4 
B-5 
B-6 

0
0 
0 
0 
0 
0

6 
6 
6 
6 
5
1

6 
6 
6 
6 
5
1 

B 型標準チャンネル
プランの同時運用グ
ループ 

B-7 
B-8 

0 
0

7 
7

7 
7

B 型チャンネルの同
時運用グループ （最
大 7チャンネル） 

BA1
BA2 
BA3 
BA4 
BA5 
BA6 

4 
4 
4 
4 
5 
9 

6 
6 
6 
6 
5 
1

10 
10 
10 
10
10 
10

B 型チャンネル優先
の同時運用グループ 

AB7 
AB8 
AB9 

7 
7
6

2 
2 
2 

9 
9
8

WRT-28M チャンネ
ル専用の同時運用グ
ループ 
チャンネルプラン



　

グループ名とチャンネル名

グルー
プ名

ALL

チャン
ネル名

A001 
A002 
A003 
A004 
A005 
A006 
A007 
A008 
A009 
A010 
A011 
A012

A013 
A014 
A015 
A016 
A017 
A018 
A019 
A020 
A021 
A022 
A023 
A024 

A025 
A026 
A027 
A028 
A029 
A030 
A031 
A032 
A033 
A034 
A035 
A036 

A037 
A038 
A039 
A040 
A041 
A042 
A043 
A044 
A045 
A046 
A047 
A048 

A049 
A050 
A051 
A052 
A053 
A054 
A055 
A056 
A057 
A058 
A059 
A060

A061 
A062 
A063 
A064 
A065 
A066 
A067 
A068 
A069 
A070 
A071  

B-11 
B-12 
B-13 
B-14 
B-15 
B-16 
B-21 
B-22 
B-23
B-24 
B-25 
B-26  

B-31 
B-32 
B-33 
B-34 
B-35 
B-36 
B-41 
B-42 
B-43 
B-44 
B-45 
B-46  

B-51 
B-52 
B-53 
B-54 
B-55 
B-61

グループ名 A01 A02 A03 A04  

チャンネル名 A001 
A003 
A009 
A021 
A037 
A042 
A051 
A061 
A064 
A068  

A002 
A004 
A008 
A019 
A028 
A035 
A047 
A057 
A060 
A065  

A005 
A013 
A015 
A027 
A032 
A038 
A053 
A062 
A066 
A069  

A006 
A012 
A014 
A024 
A029 
A043 
A054 
A063 
A067 
A070  
チャンネルプラン 17
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グループ名 AB1 AB2 AB3 AB4 AB5 AB6 

チャンネル名 A001 
A003 
A009 
A016 
A021 
A037 
A046 
A056 
A060 
B-24 
B-36  

A002 
A004 
A011 
A014 
A019 
A030 
A043
A057 
A061 
B-53 
B-44  

A005 
A013 
A015 
A027 
A031 
A034 
A054 
A059 
A065 
B-52 
B-46  

A006 
A008 
A017
 A022 
A025 
A045 
A049 
A055 
A067 
B-23 
B-55  

A003 
A007 
A017 
A024 
A033 
A039
A057 
B-22 
B-43 
B-15 
B-45 
B-55 

A004 
A008 
A018 
A025 
A034 
A040 
A058 
B-31 
B-52 
B-44 
B-16 
B-46

グループ名 B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8

チャンネル名 B-11 
B-12 
B-13 
B-14 
B-15 
B-16

B-21 
B-22 
B-23 
B-24 
B-25 
B-26  

B-31 
B-32 
B-33 
B-34 
B-35 
B-36  

B-41 
B-42 
B-43 
B-44 
B-45 
B-46 

B-51 
B-52 
B-53 
B-54 
B-55 

B-61 B-11 
B-12
B-33 
B-52 
B-54 
B-36 
B-55 

B-21  
B-31 
B-13 
B-14
B-25 
B-16 
B-46 

グループ名 BA1 BA2 BA3 BA4 BA5 BA6 

チャンネル名 A003 
A031 
A040 
A057 
B-11 
B-12 
B-13 
B-14 
B-15 
B-16  

A005 
A022 
A045 
A054 
B-21 
B-22 
B-23 
B-24 
B-25 
B-26  

A015 
A027 
A050 
A059 
B-31 
B-32 
B-33 
B-34 
B-35 
B-36  

A002 
A024 
A053 
A061 
B-41 
B-42 
B-43
B-44 
B-45 
B-46  

A009 
A020 
A048 
A056 
A070 
B-51 
B-52 
B-53 
B-54 
B-55  

A006 
A008 
A011 
A018 
A032 
A036 
A049 
A055 
A071 
B-61  
チャンネルプラン



　

グループ名 AB7 AB8 AB9 

チャンネル名 A-11 
A-12 
A-13 
A-14 
A-15 
A-16 
A-17 
B-61 
B-35

A-21 
A-22 
A-23 
A-24 
A-25 
A-26 
A-27 
B-42 
B-26  

A-31 
A-32 
A-33 
A-34 
A-35 
A-36 
B-54 
B-45  
チャンネルプラン 19
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各種メッセージ

液晶ディスプレイには、通常の表示の他に次のようなメッセージが表示されます。

1) このメッセージは、電源投入時に「HELLO」に続いて表示され、その後通常の表示モードになります。

メッセージ 内容 対応
Err 01 バックアップメモリーデータにエラーが

発生しました。
お買い上げ店またはソニーの業務用商品
相談窓口にご相談ください。

Err 02 PLL シンセサイザー回路に異常がありま
す。

Err 03 電源電圧が許容値を超えています。

NOTONE トーン信号がないか、または 32.768 kHz
以外のトーン信号の電波を受信したた
め、オーディオ信号出力がミューティン
グされています。

ご使用のトランスミッターがWRT-28M
の場合、AB7、AB8、またはAB9 グ
ループを選択してください。それ以外の
グループで使用する場合は、本機をT 
OFFモード （14 ページ）に設定してし
てください。 

T OFF1) T OFF（トーンスケルチ機能解除）モー
ドに設定されています。

詳しくは、「T OFF（トーンスケルチ機
能解除）モードを選択 /解除する」 （13
ページ）をご覧ください。
各種メッセージ



　

使用上のご注意

使用・保管場所
• 本機は周囲温度 0℃～50℃の範囲で動
作します。

• 本機を電力機器（回転機、変圧器、調
光器等）に近接して使用すると、磁気
誘導を受けることがありますので、で
きるだけ離して使用してください。

• 電飾などの照明器具により、かなり広
範囲の周波数帯域にわたり電波が発生
し、妨害を受けることがあります。こ
の場合、受信アンテナの位置やワイヤ
レスマイクロホンの使用位置により妨
害が増減しますので、なるべく妨害を
受けない位置でご使用ください。

• 本機を騒音の多い場所や振動の多い場
所で使用すると、振動が直接本体に伝
わり、雑音発生（マイクロホニック）
の原因となり、規定の S/N を満足しな
い場合があります。影響を受けると考
えられるものには、次のようなものが
ありますので、十分に注意してくださ
い。　
- 回転機、変圧器などの付近　
- 空調機器より発生する騒音、または
風を直接受ける場合　

- PA（Public Address）システムのス
ピーカー付近　

- スタジオなどに設置していて、スタ
ジオの機器をぶつけたり、たたいた
り、物を落としたりした場合

対策としては、影響を受ける条件から
できるだけ離したり、緩衝材を敷くな
どの処理をしてください。

お手入れ
• 水分やほこりの多い所、活性ガスにさ
らされる所で使用したあとは、早めに
コネクター部や本機表面のお手入れを
行ってください。お手入れを怠った
り、このような場所で長時間使用した
りすると、機器の寿命を縮めるおそれ
がありますので、ご注意ください。

• 表面やコネクター部の汚れは、乾いた
柔らかい布でふきとってください。シ
ンナーやベンジンなどの薬品類は、表
面の仕上げをいためますので使わない
でください。
使用上のご注意 21
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仕様

チューナー部 
電波型式 周波数変調 110KF3E 
回路方式 ダブルスーパーヘテロ

ダイン方式 
受信周波数 797 ～ 806 MHz 帯 71 

チャンネル、806
～ 810 MHz 帯 30 
チャンネル、合計
101 チャンネル の
うち 1 チャンネル 

局部発振 第 1局発 :　水晶制御
PLL シンセサイ
ザー 

第 2 局発 :　水晶制御
PLL シンセサイ
ザー  

基準周波数偏移 ± 5.0 kHz  
2 信号選択度 60 dB 以上 

（± 250kHz 離調時） 
スプリアス妨害比

70 dB 以上 
イメージ妨害比 60 dB 以上 
RF スケルチレベル

10 dBμ/OFF
アンテナ端子 BNC-R (2)、50Ω
周波数特性 50 ～ 15,000 Hz 

± 3.0dB 
ディエンファシス　50 μs 
信号対雑音比（周波数偏± 5.0kHz 、変

調周波数 1kHz 時）
30 dB 以上、10 dBμ 
入力時
（A-weighted）
60 dB 以上、60 dBμ 
入力時
（A-weighted）

ひずみ率 1.0 % 以下（変調周波
数 1 kHz 、周波数
偏移± 40 kHz 時）

トーン信号周波数
32.768 kHz

出力レベル  － 40 dBu（0 dBu = 
0.775 Vrms 、変調
周波数 1 kHz、周
波数偏移± 5.0 kHz
時）

0 dBμ = 1μV  
出力インピーダンス 

100Ω、不平衡型 
出力端子 D-sub コネクター（15

ピン）（1）

電源部・その他 
電源電圧  DC 7 V（BTA-801 使

用）
許容動作電圧 DC 6.5 ～ 9.0 V  
消費電流  200 mA 以下（DC 7 

V 時）
許容動作温度 0 ℃～＋ 50 ℃  
許容保存温度  － 20 ℃～＋ 60 ℃  
外形寸法  88 × 118.8 × 31.3 

mm （幅 / 高さ / 
奥行き）

質量 約 280 g（付属アンテ
ナ取り付け時）

付属品 ヘリカルアンテナ（2）
ホイップアンテナ（2）
保証書（1） 
取扱説明書（1）

別売アクセサリー 
ボータブルチューナーマウントアダプ
ター BTA-801
仕様



　

本機の仕様および外観は、改良のため予
告なく変更することがありますが、ご了
承ください。

保証書とアフター
サービス

保証書
• この製品には保証書が添付されていま
すので、お買い上げの際お受け取りく
ださい。

• 所定の事項の記入および記載内容をお
確かめのうえ、大切に保存してくださ
い。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェック
を
この説明書をもう一度ご覧になってお調
べください。

それでも具合が悪いときは
お買い上げ店、または添付の「ソニー業
務用商品相談窓口のご案内」にあるお近
くのソニーのサービス窓口にご相談くだ
さい。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させて
いただきます。詳しくは保証書をご覧く
ださい。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合、ご
要望により有料修理させていただきま
す。
保証期間中の修理など、アフターサービ
スについてご不明な点は、お近くのソ
ニーの営業所にお問い合わせください。

お使いになる前に、必ず動作確認を
行ってください。故障その他に伴う営
業上の機会損失等は保証期間中および
保証期間経過後にかかわらず、補償は
いたしかねますのでご了承ください。
保証書とアフターサービス 23
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